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５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。
４．看護教育者あるいは看護実践者としての基礎的な教育能力を修得している。
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データ分析の方法について理解を深める。
分析結果の意義について、先行研究と照らし合わせて考察する。
データ分析結果と考察内容を踏まえ、研究論文を執筆する。
研究論文を適切な方法で口頭報告へとまとめ、適切な仕方で説明する。
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収集したデータを分析し、研究結果を明確にする。これにもとづき、先行研究の現状と照らし合わせながら考察を行う。これ
らにもとづき、修士論文を執筆し、発表を行う。

データ分析の適切な方法について理解する。またデータ分析結果の意義を、先行研究の現状と照らし合わせながら考察する能
力を獲得する。そしてこれらを論文として執筆し、報告する能力を修得する。

適宜指示する。

教科書

修士論文（80%)、論文報告(20%)

2年次
後期

先行研究を踏まえたうえで、オリジナルな知見を何か加えることができるとよいと考えています。
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